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ガバメントクラウドファンディングとは、ふるさ
と納税制度を活用して行うクラウドファンディング
であり、自治体が抱える課題解決や新たな価値提供
のため、ふるさと納税の寄附金の「使い道」をより
具体的にプロジェクト化し、そのプロジェクトに共
感した方から寄付を募る仕組みです。
プロジェクトに

よっては、本市へ
の来訪動機、転入
動機、本市の厳し
い財政状況、歳入
確保への一助にも
なり得ることからも、この仕組みの活用にチャレン
ジしてみてはどうかと考え質問しました。

（松原）ガバメントクラウドファンディングの実施は、
注目度が増している本市においては期待値も大きい。プ
ロジェクトに共感いただいた方からの寄附が原資となる
ことから、市⾧の想いを乗せたプロジェクト提案も可能
であり、実施を検討すべきだと考えるがどうか。

（市）ガバメントクラウドファンディングの実施も含め、
引き続き歳入確保やシティプロモーションに加え、産業
振興にも繋がるよう進めていく。寄附に至る動機付け、
本市を応援するキッカケに繋がるようなプロジェクトの
整理を早期に進めていく。

（松原）ガバメントクラウドファンディングは取り組んでいくという言質はいただきました。ぜひ、あっと驚くよ
うな、思わず目を引くようなガバメントクラウドファンディングやっていただきたいと思います。攻めのガバクラ
を期待します。そしてこういうアイディア勝負は、若手職員に任せるとか、市⾧と若手職員が意見をぶつけ合う機
会として利用するとか、よい化学反応も期待できます。早期にやっていきましょう。

YouTube動画はこちら！

（11分30秒頃から）
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みんなと
第13回

テーマ
「今年初めは、ざっくばらんに意見交換!」
日時：１月３０日（火）１９：００～２０：３０
場所：道泉地域交流センター
申し込み：不要です。当日に直接お越しください。
参加費：無料

日時：１月３０日（火）
１９：００～２０：３０
道泉地域交流センター

瀬戸にあるものを活かす
～ごみ減量意識編Ⅱ～

燃えるごみ袋・燃えないごみ袋の変更がされて約３ヶ月が経過しました。値上げ凍結でごみの量増加の懸念があ
りましたが、ごみ袋を変更した９月では、燃えるごみ（家庭系）の削減量が前年同月比-552tであり、昨年１０月
のプラ分別開始以来、最大の削減幅を記録しています。より一層のごみ減量・ごみ分別を促進させるためにも、こ
の成功体験を市民の皆様にしっかりお伝えすべきと考え質問しました。

（松原）プラスチック製容器包装の週一回収と回収
場所の増設について、検討状況はどうか。この件は
３度目の質問です。環境課は予算要求しましたか？

（市）市民の皆様の日頃の行動により、実際にごみが
減量していると実感できることがさらなる行動への動
機付けになる。効果的なメッセージが重要であるので、
広報やホームページを始め様々な媒体で分かりやすく
でお知らせしていく。

（市）引き続き検討中。環境課としては中期事
業計画に事業提案したが、認められなかった。
市⾧としては、早く実現できるような体制を
とっていきたい。

（松原）市⾧の大事な仕事は、市の方向性を示すこと、つまり政策の優先順位付けを行うことです。今日現在での、
市⾧の特徴は、ごみ袋の値上げを凍結した市⾧です。であれば、ごみに関することをしっかりやっていくことは必
須だと思います。３市の足並みという点で言っても、プラの毎週回収を尾張旭が実施しているのであれば、そこに
追いつくのは必要。お金がないとおっしゃるかもしれませんが、お金が限られているからこそ、市⾧が方向性を示
し、政策の優先順位付けを行わなければならないと思います。

YouTube動画はこちら！

（30分頃から）


